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基本理念
（まちづくりに必要な視点）

都市像
人・自然・文化がおりなす
活力とやすらぎのあるまち

飛驒高山

基本計画素案がまとまりました

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
八
次

総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
た
び
、
そ
の
基
本
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　
素
案
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

と
市
長
の
対
話
集
会
や
ま
ち
づ
く
り
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
素
案
に
対
す
る
市
民
意
見

募
集
や
総
合
計
画
審
議
会
を
経
た
後
、

議
会
に
上
程
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
「
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
」
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し

て
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

●
総
合
計
画
と
は
…

　
総
合
計
画
は
、
長
期
的
な
視
点
か
ら

市
の
将
来
の
姿
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
計
画
的
な
行
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

総
合
的
、
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
、

市
の
最
上
位
計
画
と
し
て
市
政
運
営
の

も
っ
と
も
基
本
と
な
る
指
針
で
す
。

基本計画素案の概要

都市像
（本市の将来の
あるべき姿）

人・自然・文化がおりなす
活力とやすらぎのあるまち 飛驒高山

　本市が誇る魅力、財産である「人」「自然」「文化」がさまざまな形で組み合わさり、活かし合うことにより、
新たな活力や元気が生まれ、やすらぎや幸せが感じられるまちになることを将来の姿として描きます。

時代の潮流（市をとりまく社会情勢）

協　働 創　造 自　立

基本目標

人口減少、少子高齢化が
本格的に進展しています

人々の価値観やライフスタイル
が多様化しています

経済環境が
大きく変化しています

人々の安全、安心意識が
高まっています

環境、エネルギー問題が
顕在化しています

地方をとりまく財政状況が
深刻化しています

　市民が主役という考えのもと、地域
社会を構成する多様な主体がお互い
の存在意識を認識し、尊重し合い、
お互いの持てる能力を発揮し、ともに
手を携え、まちづくりに取り組む視点

環境・景観 分野
「環境と調和した
地球にやさしいまち」

基盤・安全 分野
「安全で快適に

住めるまち」

教育・文化 分野
「生きがいと誇りを持ち
豊かな心を育むまち」

福祉・保健 分野
「やさしさにつつまれ
健やかに暮らせるまち」

産業・労働 分野
「魅力と活力に

あふれるまち」

協働・行政 分野
「みんなでつくる

持続可能なまち」

　人やモノの交流、連携が進み、さま
ざまな分野がそれぞれに質を高めな
がら複合的に結びつくことで、まちの
魅力や個性を引き出し、新たな価値
や人材を生み出す視点

　変化し続ける社会経済環境の中
で、成長を前提とするこれまでの考
え方から転換し、選択と集中を図り
ながら、さまざまな面で持続的な発
展を目指す視点

重点プロジェクト（※）
●経済・雇用
●環境・エネルギー
●文化・人づくり

※重点プロジェクトとは、都市像の実現
に向けた歩みをより着実なものとするた
め、分野の枠組みを超え、優先的・重点
的に推進する施策のことをいいます。

第八次総合計画

第八次総合計画

全 体 像
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申 込
問合先

企画課総合計画策定室  
☎35‒3131

分野ごとの取り組み

10年後の高山市の人口は？
　本市の人口は、計画初年度の平成27年に９万人を
割り込み、計画期間中は年間800人程度の減少が見
込まれます。
　生産年齢人口は、平成22年と比べ、１万人以上減少
し、労働人口の減少に伴う産業構造の変化、経済活
動の縮小、税収の減少などの影響が予想されます。
　老年人口は、平成22年と比べ、約3,200人増加し、３
人に１人以上が高齢者となります。医療、介護、年金な
どといった社会保障経費の増大などの影響が予想さ
れます。

ご利用ください！

出前講座
　総合計画やまちづくりの現状などに
ついて、地域や職場、学校などにお伺い
し説明をさせていただきます。
　会社や町内会などいろいろなグルー
プで、お気軽にご利用ください。

教育・文化 分野

福祉・保健 分野

環境・景観 分野 基盤・安全 分野

産業・労働 分野

協働・行政 分野

【主な取り組み】
●観光・商工業と農林畜産業が連携した国内外

への誘客活動や宣伝・販売促進活動の推進
●起業家の包括的な支援体制の強化
●伝統産業や農林畜産業における後継者や担い

手の育成・確保
●飛驒牛・高冷地野菜・米などブランド力のある

産地産品づくりの推進
●住宅建設をはじめとする木材需要の拡大
●仕事と家庭が両立できる環境整備の促進
●ＵＩＪターン就職者への支援などによる若者の地

元定着の促進

【主な取り組み】
●地域活動組織と連携した地域福祉体制の

整備
●基幹となる相談支援機能の確立
●高齢者の経験や能力を活かす体制づくりの

推進
●安心して子育てができる環境の整備
●生活困窮者や障がい者の生活の自立に向け

た支援
●心身の健康づくりへの支援
●地域医療体制や救急医療体制の充実

【主な取り組み】
●協働のまちづくり（※）の推進
●市民の声や意見を聴く機会の充実と施策等

への反映
●国内外の姉妹・友好都市などとのさまざま

な分野における交流の推進
●総合的な支援による移住の促進
●公共施設の総合的・計画的な管理の推進
●予算の重点化・効率化による財政の健全性

の確保

【主な取り組み】
●道路構造物や水道施設などの耐震化・長寿命化

の推進
●自主運行バスなどの地域公共交通の利便性の向上
●住宅の耐震化やユニバーサルデザイン化の促進
●避難行動要支援者（※）の支援強化などによる地

域の防災力の強化
●交通事故・消費トラブルの防止や防犯体制の強化
●消防団の加入促進や消防団活動の充実

【主な取り組み】
●自ら学び考える力の育つ教育の推進
●地域と協働した郷土教育の推進
●生涯学習成果の活用の促進
●健康増進のためのスポーツ活動や競技ス

ポーツ活動の充実
●文化芸術が薫るまちづくりの推進
●歴史文化に親しみ理解する機会の充実

【主な取り組み】
●身近な自然環境や生物多様性の保全
●省エネルギー活動の推進などによる低

炭素社会の形成
●自然のエネルギーを活かしたまちづくり

の推進
●新たな火葬場やごみ焼却施設の整備
●歴史的町並み、農山村景観、自然景観

の保全

　生活基盤となる産業を活
性化させ、誰もが仕事と生活
の調和のとれた安定した生活
を送ることができる「魅力と
活力にあふれるまち」を目指
します。

　福祉・保健・医療の連携の
もと、地域における支え合い
の仕組みが整い、誰もが生涯
を通じて健康な生活を送るこ
とができる「やさしさにつつま
れ健やかに暮らせるまち」を
目指します。

　市民と行政が良きパート
ナーとしてそれぞれの役割を
理解し、連携しながら将来に
わたって発展するまちづくり
に取り組む「みんなでつくる持
続可能なまち」を目指します。

　良好な都市基盤を整備し、
災害・事故・犯罪などの危険
から生命や財産を守り、誰も
が便利で安心した生活を送
ることができる「安全で快適
に住めるまち」を目指します。

　子どもからお年寄りまでが
それぞれのライフステージに
おいて、さまざまな教育・文化
活動を通じ、心身ともに充実
した生活を送ることができる
「生きがいと誇りを持ち豊か
な心を育むまち」を目指しま
す。

　環境の保全と活用のバラ
ンスに十分配慮し、地球への
負荷を減らしたまちづくりに
取り組む「環境と調和した地
球にやさしいまち」を目指し
ます。

※避難行動要支援者とは、災害が発生した時などに自ら非難することが困難で、特に支援が必要な人
　のことをいいます。

※協働のまちづくりとは、市民が主役という理念のもと、市民、地域住民組織、事業者、行政などの地域社会を構成する多様な主体が、お互いの存在
　意義を認識し、尊重し合い、お互いの持てる能力を発揮し、ともに手を携え、地域に住み続けたいという思いを育てるまちづくりのことをいいます。
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※H22は年齢不明分を除く　※グラフの（　）内の数値はその年における人口構成率（％）

実績値
（国勢調査）

老年人口
65歳～

年少人口
0歳～14歳

生産年齢人口
15歳～64歳

推計値

H27（2015） H32（2020） H37（2025）問合先 企画課総合計画策定室  ☎35‒3131　FAX 35‒3174
Mail : kikaku@city.takayama.lg.jp

市ホームページ　
　http://www.city.takayama.lg.jp/kikaku/sougoukeikakusakuteisitu.html
閲覧場所（※休館日を除く各施設の開館時間）
　市役所本庁（企画課（４階）、市民コーナー（１階））、各支所、
　市図書館「煥章館」、市民文化会館、ビッグアリーナ
意見の提出方法　所定の様式（閲覧場所に備え付け）に意見などを記入のうえ、
　８月13日㈬までに　 ・　 ・　 ・持参

基本計画素案に対するご意見をお寄せください
　市では、基本計画素案に対するパブリックコメント（市民意見の募集）を行いま
す。ぜひみなさんのご意見をお寄せください。

MAILFAX郵送


